
課題解決の筋書（ロジックモデル）
タンザニア国マラリア対策防蚊剤にかかるビジネス化実証事業（フマキラー株式会社）

活動 結果
成果

初期（～3年） 中期（～5年） 長期（～10年）

【ヒト】
・フマキラー社員

（経営陣、営業、開
発、製造）

【モノ】
・渦巻線香
・サンプル
・製造工場

【カネ】
・社内販促費予算
・社内CSR予算
・公的補助金

【情報】
・自社開発ノウハウ
・JICA事業の経験
・殺虫剤登録

品質管理

A. 医療従事者へ
の教育

6. 線香の
認知向上

3. 妊産婦と子供を

持つ親がマラリア予
防方法を知っている

B. 線香の
コストダウン

9. 口コミ・需要が
広がる

7. 線香の良さ・必
要性が理解される

15. タンザニア国の

マラリア罹患率の
低下

5. 線香が近くの
店で購入できる

資源

販売活動 C. 販路拡大

1. 医療従事者にマ

ラリアの正しい知識
がある

タンザニア
行政機関への
働きかけ

E. 違法品の
排除

4. 線香が買いや
すい価格になる

2. 医療従事者から

マラリア予防方法を
聞く機会がある

10. 安全安心な線

香の購入習慣があ
る

8. 消費者が線香を
購入し使用する

13. 殺虫剤認証が

あること＝安全が
消費者へ伝わる

医療施設での
啓発活動

14. VAPEが認証品

であり安全であるこ
とが伝わる

12. 消費者のVAPE

を使った正しいマラ
リア対策が習慣化

する

プロモーション
活動

D. ブランド
認知向上

11. VAPEの
認知向上
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